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論 文 内 容 の 要 旨 
仇子揚氏の博士学位請求論文『近代日中軍事用語の変容と交流の研究』は、日
本語にて執筆されたもので、下記のように、序論と結論を含め、全 11 章で構成
されている。章の下には小節が設けられており、巻末に軍事関連の漢字語 755 語
に対する語誌考察を内容とする 97 頁からなる付録がある。 
 
序論 
第一部 幕末日本の兵学翻訳書においての訳語 
第 1章 幕末までの兵学書概観及び中国語資源 
第 2章 『海上砲術全書』とその訳語 
 
第二部 明治期以降の兵語辞典の語彙について 
第 3章 『独和対訳兵語辞典』とその語彙 
第 4章 日本語兵語辞書とその語彙 
第 5章 現代語視点から見る日中軍事用語の交流とその受容 
 
第三部 個別事例の研究 
第 6章 「戦争」と「戦役」の語誌 
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第 7章 「教練」の語誌 
第 8章 「爆撃」の語誌 
第 9章 「工廠」の語誌 
 
結論および今後の展望 
参考文献 
付録 
 
西洋文明を受容するため、江戸中期の蘭学から明治期にかけて多くの漢語系
新語・訳語が創出された。いわゆる「新漢語」である。日本の近代語研究は、こ
の「新漢語」をめぐって進められ、大きな成果があげられた観がある。 
 仇氏の学位論文は、新漢語の中のとりわけ軍事分野に関連性の高い語彙の成
立と伝播の史実を、近代日中語彙交流の視点から考察・解明するものである。日
中における近代新漢語の移動、相互影響に関する研究はすでに大きな成果が挙
げられてきたが、軍事分野の語彙を考察の対象にし、近代日中語彙交流の視点か
ら行う研究はまだ少ない。特に「古典中国語に存在した語彙が、近世以降の日本
において借用・定着された後に再び中国、そして漢字文化圏の他の国へ環流した
現象」に関する研究は、まだ多くの課題が残されている。仇子揚氏の研究がその
欠を補い、新漢語が多く出現した幕末・明治期を中心に、専門用語としての軍事
用語の形成、体系化、さらに東アジア漢字文化圏の共通語彙として発達してきた
経緯を精力的に考察した。 
このように仇子揚氏の学位論文は、近代の漢語系軍事用語を対象とし、語彙体
系の近代化という視点から、その発生・発達、及び漢字文化圏での環流現象を解
明しようとするものである。以下、順を追って各章の内容を略述する。 
「序論」部分では、本研究の目的を説明し、論文の構成及び各章の概要を述べ
ている。 
第一部は幕末までの漢籍兵学書の語彙と明治以前の西洋翻訳兵学書の語彙を
考察対象とし、関連語彙の使用状況、存廃の有無を確認した上で、明治期の軍事
用語の形成にどのぐらい影響を与えたのかを明らかにする部分である。まず第 1
章で、在来漢籍に由来した旧漢語が幕末・明治初期の西洋兵学書を翻訳する際に
既存の語彙資源として働いたことを論じ、また第 2 章では、幕末の翻訳兵学書
の代表作である『海上砲術全書』の使用語彙を分析することにより、漢籍由来の
軍事語彙が大きな役割を果たしたことを実証した。 
それと同時に、翻訳による新語の創出方法、語彙の中に見られる初期造語の試
行錯誤や欠点にも注目し、どのような語が普及し、現代語として定着したのか、
またどのような語が逆に一般用語として定着できず、最終的に衰退、淘汰された
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かといった問題を取り上げている。 
第二部は、明治大正時代の「兵語辞典」類文献を調査対象にし、それぞれの辞
書の位置づけを確認した上で、近代日本の軍事用語が如何に整備したかを中心
に考察した。第二部ではまた日本の軍事用語の中国語への影響も取り上げた。 
まず第 3 章では、明治中期の兵語辞典である『独和対訳兵語辞典』の収録語に
対し全数調査を行い、それにより、新規漢語系の軍事用語の実態とその体系を明
らかにした。それと同時に漢籍由来の旧漢語の役割、及び用語体系の再構築につ
いても分析した。またこの章では『独和対訳兵語辞典』収録語彙の近代中国語へ
の流入についてもその規模と意味用法の変容を調査した。 
第 4 章では、軍事用語整備の集大成と言える明治末期に刊行された『和独兵
語辞書』について、その収録語彙を日中比較対照の視点から分析した。出自や意
味の変遷等を通じて、日中両言語において、対象語彙の軍事用語としての位置づ
けを論じた。 
第 5 章では、沈国威を中心に編纂が進められている『中日近代新詞詞源辞典』
に収録予定の語彙から「現代の日中両言語にとも継承された軍事用語」を取り上
げ、語誌記述の方法を検討した。 
第三部はケーススタディーの部分である。第一部、第二部の全体的な記述を踏
まえ、幾つかの語についてその成立事情、意味変化、関連語彙への影響及び日中
間での交流を類型化を図りながら考察した。 
第 6 章では「戦争」と「戦役」を取り上げている。本来同じく「戦闘」の同義
語であったこの二語は、1880 年代以降に次第に、「戦争」＝war、「戦役」＝campaign、
「戦闘」＝battle、fight といった棲み分けが形成されたという経緯を考察した。
一時期は、日中両言語とも「戦争」「戦役」「戦闘」3 語を区別しながら使用して
いたが、現在、日本語では「戦役」が廃語となったのに対し、中国語では依然と
して「戦役」＝campaign という日本由来の対訳関係を保持しており、「戦争」と
「戦闘」の中間の規模の事象を指す軍事用語として、現代語に定着したことを明
らかにした。 
第 7 章では「教練」という語を取り上げている。「教練」という語は、もとも
と古典中国語の意味は「教えて熟練させること、軍隊を訓練すること」である。
明治以降の近代日本語もほぼ同じ意味で使用されていたが、その後に、日本語と
しての教練は「軍隊における兵士の訓練養成項目」から「一般国民を対象とする
軍事教育」、さらに専ら「学校教科の一つとしての軍事教育」、つまり「学校教練」
の略称と意味が転換縮小した。一方、中国語では 20 世紀以降、「訓練指導をする
人」つまりトレーナ、コーチの意味に転じた。この章では「日中の間に、同じ漢
語に対し、互いに意味用法を共有しながら、最終的にそれぞれ異なる方向へ変化
した」という現象を語彙史的に論じた。 
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第 8 章では「爆撃」を取り上げている。「爆撃」という語は漢籍に見える中国
の固有語である。本来の意味は「爆発」、「炸裂」であったが、20 世紀初頭、日
本において、「飛行機による爆弾攻撃」の意味に転用し、軍事用語として現在に
至っている。一方、中国において 1920～30 年代にかけて日本語の「爆撃」を新
義語として受け入れたが、現在は「轟炸」という語が一般的である。本章は、「爆
撃」が現代中国語に定着しなかった理由を考察した。 
第 9 章では「工廠」を取り上げている。「工廠」とはもともと「工房」、「作業
場」の意味有する中国の固有語であったが、1870 年代前後、英語 factory の訳語
として成立した。一方、日本では、「軍の兵器工場」という意味に限定し、「大阪
砲兵工廠」、「海軍兵器工廠」のような固有名詞に用いられていた。そして戦後、
日本語の「工廠」は「教練」と同じく、軍隊の廃止とともに衰退し、死語になっ
ていくのに対し、中国語では一般語として広く使用され、現在に至った。本章で
は、両言語における「工廠」の古典語から現代語への歴史を詳述している。 
最後の「結論」の部分では、全体をまとめ、本研究の意義と今後の課題につい
て述べている。 
付録は、軍事分野関連語、755 語について、漢籍、英華字典英和辞典、及び近
世以降の日中の文献資料を調査し、語誌を記述するものである。 
以上、各章に示したように、仇子揚氏の学位論文は、近代の漢語系軍事用語を
網羅的に調査し、その発生、日中間での移動、定着過程を詳しく考証し、全面的
な語誌記述を試みた。このような作業により、漢語系軍事用語を体系的に捉える
ことに成功したと言えよう。学位論文ではまた、その中の最も代表的な日中同形
語 4語を取り上げ、詳細に検討した。それにより、新語の発生・発達の過程や、
日中語彙交流の史実、類語群の形成及び新旧交替などの事実をタイプ別に記述
する方法が確立した。仇子揚氏の研究結果は、近世以降の軍事用語だけではなく、
日本の近代語語彙、ないしは中国語の近代語研究にも大いに寄与するものであ
る。軍事用語の全容を明らかにする方法論の確立により、新漢語の全体像を把握
することが可能な方法論が提案されたのである。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
論文の提出に先立ち、提出要件審査委員会（委員：沈国威、山崎直樹、玄幸子）
は、仇子揚氏が本研究科の定める「博士論文（課程博士）審査に関する覚書」の
論文提出基準を満たしているかどうかを確認した。その結果、同氏は、一）必要
単位（10 単位）を取得済みであり、博士論文のテーマと関連する分野で、二）
論文 5 編（うち 1 編は査読有りの学会誌掲載論文）；三）口頭発表 6 回（うち国
際学会 4 回、国内学会 2 回。日本近代語研究会 2015 年秋季大会（山口大学）、
2017 年秋季大会（金沢大学）での学会発表は、厳格な審査を経て、採択された
もの）を有し、四）博士論文聴聞会（2018 年 6 月 2 日）も終え、論文提出のす
べての要件を満たしていることを確認した後、研究科委員会（2018 年 7 月 25 日
開催）に報告し、同氏による論文提出の承認を得た。これを受けて 2019 年 4 月
11 日に仇子揚氏から提出された論文を学位請求論文として受理し、研究科委員
会（2019 年 4 月 24 日開催）において承認された論文審査委員会（主査：沈国威、
副査：山崎直樹、玄幸子、学外委員：陳力衛）での審査に入った。 
 提出された日本語の論文（本文 183 頁、参考文献 8 頁、付録 97 頁）は、本報
告書「1．論文内容の要旨」において述べたように，厖大な語源資料をはじめ、
中国典籍、江戸期以降の蘭学翻訳書、明治期の軍事用語辞典、用語集をはじめ、
明治期の軍事関連の著述、翻訳、そして英華・英和辞書等の関連資料を徹底的に
調査し、精密に検討していた。また参考文献にも記されているように最新の研究
成果もふんだんに取り入れている。 
近代語の語源研究において、日中英という複眼的なアプローチは、近世・近代
における東アジア諸言語の語彙史を考える際、極めて有効な方法であると言え
る。仇子揚氏の学位論文は、特に「中国語→日本語→中国語」というパターンの
語に対し重点に考察を加え、多くの事実を解明した。仇子揚氏の学位論文は、漢
字文化圏における語彙体系の再構築と言語近代化という視点から漢語系軍事用
語について、語彙史・訳語史にわたって実証的に考察する意欲的なものである。
研究手法の堅実さは評価に値するだけでなく、これまでに個別的にしか取り上
げられなかった軍事用語を体系的に取り上げ、積極的に答えを出そうとするも
のであり、仇子揚氏の研究者としての意識の高さが窺える。 
さらに次の3点からも、本学位請求論文は、優れたものと判断できる。 
 
（１）文化交流、言語接触に起因された語彙の環流を見据えた問題意識：
軍事用語辞典、用語集を利用し、軍事関連語彙を体系的に考察し、
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その全容を明らかにすべく、全数調査を敢行し、信頼できる結論
を得た、過去に例のない研究である。 
（２）漢語系軍事用語についてその発生上の類型に従い、典型例を詳細
に考察した。方法論の確立により、個別事象として考察された事
柄が東アジアにおける語彙の受容、環流というより大きな射程を
得た。 
（３）近代漢字形容動詞 755 語について基本的な語誌記述を行った。そ
れにより、日本語の辞書編纂のみならず、中国語、韓国語の近代
語記述も正確さを期すことが可能になった。 
 
以上により、仇子揚氏の論文は、研究の方法や内容、記述の体裁や論理など、
すべてにおいて所定の水準に達しており、博士論文としてふさわしいものであ
ることを、論文審査委員会一同が認めた。 
 
